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DAC_1792_B

DD--AA CCoonnvveerrtteerr MMoodduullee KKiitt ffoorr EExxppeerriimmeenntt

試試作作実実験験用用((PPCCMM11779922AA使使用用))

24ビット、192kHzサンプリングに
対応、超低歪み(0.0004%)

オーディオ実験キット

DD--AAココンンババーータタ単単独独基基板板

概要
DAC_1792_Bは、TI社の24ビット、192kHzサンプリングの高性能

超低歪みの電流出力D-Aコンバータ、PCM1792Aを使った、D-A

コンバータ試作実験用単独基板の組み立てキットです。10kHzから

200kHzまでのサンプリング周波数に対応しています。

ハードウェアモードでは24ビット I2Sフォーマット(デフォルト設定)の

オーディオシリアル信号を入力として受け付けます。それ以外の

設定はソフトウェアモードで設定することで対応できます。

また、内部に様々な設定用レジスタを持っていますので、マイコンで

制御することで、機能アップができます。

PCM1792Aについての詳細が、TI社のPCM1792Aのデータシートに

載っています。ぜひ入手して読んでください。応用例については

応用篇の説明書がありますので、見てください。

外形寸法(約) 56×33mm
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DAC_1792_B基板の特徴
o TI社の超高性能D-Aコンバータ(電流出力)IC、PCM1792Aを使用した、D-Aコンバータ試作実験用単独

基板の組み立てキットです。

o 電源は3.3V(デジタル系)と5V(アナログ系)の2電源です。

o 10kHzから200kHzまでの幅広いサンプリング周波数に対応しています(192kHzサンプリング対応)。

o ハードウェアモード(デフォルトの状態)で24ビットI2Sフォーマットの3線式オーディオシリアル信号に対応

しています。内部レジスタの設定で、ほかのフォーマットも使えます。

o 内部レジスタを設定することで、音量制御その他、機能アップができます。

主な仕様

o 使用IC :PCM1792A(TI社)

o サンプリング周波数 :10kHz～200kHz

(192kHzサンプリングに対応)

o 対応フォーマット :24ビットI2S(デフォル

ト) ※レジスタ設定で他のフォーマット

も使用可)

o 出力 :電流出力(差動)

o 電源電圧 :3.3V(デジタル)/5V(アナログ)

o 基板寸法 :約56×33mm

o M3ねじで取り付け可能

IC(PCM1792A)ははんだ付け済みです

※予告なく変更することがあります
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(3) 積層セラミックコンデンサのはんだ付け(どちら向きに取り付けてもかまいません)

DAC_1792_B基板のセラミックコンデンサのシルク印刷の

ところに、積層セラミックコンデンサをはんだ付けします。

積層セラミックコンデンサは、どちら向きに取り付けても

かまいません。

104 容量表示

コンデンサの足を基板の

穴に差し込んではんだ

付けしてください。

基板上のセラミック
コンデンサのシルク印刷

積層セラミックコンデンサ(青)

(1) D-AコンバータIC(PCM1792A)はあらかじめはんだ付けされて

います。融けたはんだを基板に落とさないように、注意して組み

立ててください。

PCM_1792_B基板を表側から見てください。白いシルク印刷で

部品の図と番号が印刷されていますので、このシルク印刷を

目印に部品を取り付けます。

ICははんだ付け済みです

ICと水晶発振モジュールは
はんだ付け済みです

組み立て方

IC1B PCM1792A
(はんだ付け済み)

(2) 抵抗のはんだ付け(どちら向きに取り付けてもかまいません)

DAC_1792_B基板の抵抗のシルク印刷のところに、抵抗をはんだ

付けします。抵抗はどちら向きに取り付けてもかまいませんが、

向きをそろえておくと、後でチェックしやすくなります。

R3B 10kΩ
(茶黒黒赤茶)

R2B 10kΩ
(茶黒黒赤茶)

R1B 10kΩ
(茶黒黒赤茶)

抵抗はどちら向きにつけてもかまいません

誤差の色帯

基板上の抵抗
のシルク印刷

誤差1%の抵抗は茶色、誤差

5%の抵抗は金色の帯です。

他の帯より少し太いか、

離れています。

※抵抗の値は、誤差の色帯を右に見て、左から読みます。

基板の穴に
足を差し
はんだ付け

C3B 積層セラ
ミックコンデンサ
50V 0.1μF(104)

C8B 積層セラミックコンデンサ
50V 0.1μF(104)

(4) ピンソケットのはんだ付け

RN1B ピンソケット(5ピン)と
集合抵抗(4素子 1kΩ)

集合抵抗は直接はんだ付けしないでください

DAC_1792_B基板のRN1Bのところに、ピンソケット(5ピン)を

はんだ付けします。はんだ付けしたピンソケットに、集合抵抗

を、コモン側の印を合わせて差し込んでください。

ピンソケット

ピンソケットの
シルク印刷

基板側の
コモンの印

コモンの印を合
わせて差し込む

集合抵抗の取り付けかた

C1B 積層セラミックコンデンサ
50V 0.1μF(104)
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ヘッダピンの取り付けかた

ヘッダピンの足の短い

ほうを基板に差してはんだ

付けしてください。

ヘッダピンの
シルク印刷

(5) ヘッダピンのはんだ付け(足の短いほうを基板に差してください)

DAC_1792_B基板のヘッダピンのシルク印刷のところに、ヘッダピンを差してはんだ付けします。

ヘッダピンには足の長いほうと短いほうがありますので、必ず足の短いほうを基板に差してはんだ

付けしてください。 JP1B ヘッダピン
(1列 2ピン) CN4B ヘッダピン

(1列 2ピン)

CN2B ヘッダ
ピン(1列 5ピン)

CN1B ヘッダピン
(1列 5ピン)

CN3B ヘッダピン
(1列 5ピン)

CN11B ヘッダピン
(1列 2ピン)

CN9B ヘッダピン
(1列 3ピン)

CN10B ヘッダピン
(1列 3ピン)

CN7B ヘッダピン
(1列 3ピン)

CN8B ヘッダピン
(1列 3ピン)

CN5B ヘッダピン
(1列 3ピン)

CN6B ヘッダピン
(1列 3ピン)

C2B 電解コンデンサ
50V 10μF

C9B 電解コンデンサ
50V 10μF

C6B 電解コンデンサ
35V 47μF

C5B 電解コンデンサ
35V 47μF

C4B 電解コンデンサ
50V 10μF

C7B 電解コンデンサ
50V 10μF

(6) 電解コンデンサのはんだ付け(取り付ける向きがありますので注意してください)

DAC_1792_B基板の電解コンデンサのシルク印刷のところに、電解コンデンサをはんだ付けします。

電解コンデンサにはプラスマイナスの極性があり、足の長いほうがプラス側ですので、足の長い

ほうと基板のシルク印刷の「+」マークが合うように差し込んではんだ付けしてください。

電解コンデンサの取り付けかた

足の長いほうが基板

の「+」マークに合うよう

差し込んではんだ付け

してください。

マイナス側を
示す「-」の帯

電解コンデンサ
のシルク印刷

足の長いほうが
プラス側です。

「+」のシルク印刷

※C5B、C6Bの電解コンデンサ(35V 47μF)は寸法がほかの電解コンデンサ(50V 10μF)とおなじ

なので、間違えないよう注意してください。

電解コンデンサには極性があります

(7) 基板用チェックピン(端子)のはんだ付け DAC_1792_B基板のTP_Bのシルク印刷のところに、

基板用チェックピンを差し込んではんだ付けします。

基板用チェックピンの取り付けかた

足が少し広がっていますので、

つまんで足をすぼめながら基板

の穴に差し、はんだ付けします。

ビーズを落とさないように注意

TP_B 基板用チェックピン

基板上のチェックピン
のシルク印刷

(8) 組み立てが終わったら、正しく組み立てられているかどうか、はんだ付け不良はないか、目視

でチェックしてください。
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CN1B、CN2B
オーディオシリアル
信号入力(ピンアサイン
は同じですので、どちら
を使っても同じです。
5Vトレラント)

CN5B、CN6B Lチャネル出力
電流出力(ピンアサインは同じです
ので、どちらを使っても同じです)

CN7B、CN8B Rチャネル出力
電流出力(ピンアサインは同じです
ので、どちらを使っても同じです)

CN4B ゼロフラグ入出力
PCM1792Aのゼロフラグ
入出力です(5Vトレラント)

CN11B リセット端子
「L」レベルにすると、PCM1792Aに外部から
リセットがかけられます(5Vトレラント)

CN3B マイコン用接続端子
I2Cバス、またはSPIバスでマイコン
と接続できます(5Vトレラント)

CN9B、CN10B 電源入力
5Vと3.3Vの電源を接続します。ピンアサイン
は同じですので、CN9BとCN10Bのどちらに
接続しても同じです

JP1B(MSEL)
マイコンで制御するときに
I2Cで制御するか、SPIで
制御するかを選択します

※5Vトレラントの端子には、電源電圧5V系の信号を直接接続できます。

使い方

ジャンパ設定のしかた

JP1B(MSEL)ジャンパを設定することで、DAC_1792_B基板を

マイコンで制御するとき、I2Cバス経由で制御するかを選べます。

DAC_1792_B基板をSPIバス経由で制御するときと、I2Cバス経由

で制御するときで、CN3B(マイコン接続用端子)の信号の割り

当てが変わります。

詳しくは次のページを見てください。

DAC_1792_B基板は単独(ハードウェアモード)でもデフォルトの設定で動作します。

このときは、24ビットI2Sフォーマットのオーディオシリアル信号を受け付けます。デフォルトの状態では、PCM

1792Aの動作は次のように設定されています。

各部の名称

JP1B
MSEL

o 入力フォーマット :24ビット I2S

o 音量 :最大

o デエンファシス :なし

o ステレオ/モノラル :ステレオモード

DAC_1792_B基板上のPCM1792Aは、内部に制御用のレジスタを

持っています。この制御用レジスタをマイコンで制御することで、

24ビットI2S以外のオーディオシリアル信号を使ったり、豊富な

機能が使えるようになります。制御のしかたについての詳細は、

PCM1792A(TI社)のデータシートを見てください。

CN3B

DAC_1792_B基板に使用されているD-AコンバータIC、PCM1792A(TI社)は、電流出力の超高性能D-Aコン

バータICです。PCM1792A単独でも24ビットI2Sフォーマットに対応したD-Aコンバータとして使えますが、

内蔵されている制御用レジスタをマイコンで制御することで、24ビットI2Sフォーマット以外のオーディオシリアル

信号に対応したり、音量制御などの高度な機能を活用できます。

PCM1792Aについての詳細については、TI社のPCM1792Aのデータシートを見てください。

DAC_1792_B基板を使った実際のD-Aコンバータの作り方の例については、「応用篇」に出ていますので、

そちらを見てください。
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JP1Bにジャンパすると、
SPIバス制御になります

CN3B
マイコン用接続端子

(1) DAC_1792_B基板をSPIバス経由で制御するとき(MSEL=L)

DAC_1792_B基板のJP1B(MSELジャンパ)に、ショートピンを差して

ジャンパすると、SPIバス制御モードになります。

このときのCN3Bのピンアサインは下の表1の通りです。

表1 : SPIバス制御モード時のCN3Bのピンアサイン

GND

MDO

MC

MDI

_MS

_MSはチップセレクト信号で、Lのときデータの入出力ができます。

MDIはマイコンからPCM1792Aへのデータ入力、MDOはPCM1792A

からマイコンへのデータ出力です。MCはデータ転送用のクロック

入力です。

(2) DAC_1792_B基板を、I2Cバス経由で制御するとき(MSEL=H)

JP1Bにジャンパしないと、
I2Cバス制御になります

CN3B
マイコン用接続端子

GND

SCL

ADR1

ADR0

DAC_1792_B基板のJP1B(MSELジャンパ)を開放にすると、

I2Cバス制御モードになります。

このときのCN3Bのピンアサインは下の表2の通りです。

表2 : I2Cバス制御モード時のCN3Bのピンアサイン

SDA

I2Cバス
アドレス
設定

ADR0とADR1は、I2Cバス上のスレーブアドレスを設定します。

DAC_1792_B基板上のPCM1792AのI2Cバス上のスレーブアドレスは、

下のようになっています。

1 0 ADR1 ADR0 R/_W0 1 1

MSB(上位) LSB(下位)

ADR1、ADR0の設定は
この2つのビットに反映されます

普通、デジタルオーディオで使用されているD-Aコンバータは、オーディオシリアル信号を受けてD-A変換

するコンバータが多いです。オーディオシリアル信号には、右寄せ、左寄せ、I2Sと、3種類のフォーマットが

あります。D-Aコンバータのほうも、この3種類を入力として受け付けるものが普通です。

ですので、DAI(デジタルオーディオインターフェイス)のICの出力フォーマットと、D-AコンバータICの入力

フォーマットを合わせておくことが必要です。

D-AコンバータのICは普通24ビット処理するのが一般的ですが、S/PDIF信号が16ビットで入力されて、

DAI(デジタルオーディオインターフェイス)の出力を24ビットモードにすると、上位をS/PDIFの16ビットの

データを入れて、下位をゼロで埋めてくれるので、24ビットモードで出力しても問題ありません。

DAI(デジタルオーディオインターフェイス)は、S/PDIFのプリアンブル部分とチャネルステータス信号を

取り除き、3種類(右寄せ、左寄せ、I2S)の設定されたどれか1つのフォーマット、また24ビットか16ビットの

設定されたフォーマットで出力します。

ですので、D-Aコンバータ側は、16ビット、24ビットと、3種類(右寄せ、左寄せ、I2S)のフォーマットを

合わせることで、うまくアナログ変換できるようになります。

Note(参考) :
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入出力信号の接続のしかた

DAC_1792_B基板上に搭載されているD-AコンバータIC、PCM1792Aは、電流出力のD-Aコンバータです。

DAC_1792_B基板の出力に、OPAMP_B基板(別売り)を使った電流-電圧変換回路と、BALUN_2134基板

(別売り)を使った平衡-不平衡変換回路を接続することで、電圧出力を取り出すことができます。

表3 :電流-電圧変換部(OPAMP_B基板)
組み立て用部品表

O
P

A
2
1
3
4

O
P

A
2
1
3
4

2
7
0
0
p
F

2
7
0
0
p
F

2
7
0
0
p
F

2
7
0
0
p
F

R1B
0Ω(変更)

R2B
1kΩ
(変更)

C1B
2200pF
(追加)

C2B
2200pF(追加)

C5B
2200pF(追加)

C6B
2200pF
(追加)

R4B
1kΩ(変更)
R3B
0Ω(変更)

R8B
1kΩ
(変更)

R7B
0Ω(変更)R6B

1kΩ(変更)
R5B
0Ω(変更)

(1) 平衡-平衡アンプ基板キット(OPAMP_B)を使った、電流-電圧変換部の作り方

平衡-平衡アンプ基板キット(OPAMP_B)を使って、DAC_1792_B基板の電流出力を、電圧出力に変換するため

の回路を作ります。一部追加したり変更したりする部品があります。下の「組み立て用部品表」(表3)によって

組み立ててください。備考欄に「変更」「追加」と書いていない部品は、OPAMP_B基板キットに付属する部品を

そのまま使ってください。

OPAMP_B基板 組み立て図

「変更」「追加」と書かれていない部品は、
OPAMP_B基板キットに入っている部品を
そのまま使います。

--

++

--

++

CN1B
1
2

3

1
2

3

R1B 0Ω
R2B 1kΩ

CN2B

R3B 0Ω

R4B 1kΩ

C1B 2200pF

C2B 2200pF

IC1B
OPA2134

IC1A
OPA2134 --

++

--

++

CN3B
1
2

3

1
2

3

R5B 0Ω
R6B 1kΩ

CN4B

R7B 0Ω

R8B 1kΩ

C5B 2200pF

C6B 2200pF

IC2B
OPA2134

IC2A
OPA2134

CN5B

C9B
100μF 50V

C10B
100μF 50V

C3B 0.1μF

C4B 0.1μF

C7B 0.1μF

C8B 0.1μF

1
2
3

IC1B
VCC

IC1B VEE

IC2B VCC

IC2B
VEE

+
+

電流-電圧変換部(OPAMP_B基板) 回路図

回路図中の部品の値は、
変更後のものです

ブロックダイヤグラム

D-Aコンバータ
PCM1792A
(DAC_1792_B基板)

3

オーディオ
シリアル信号
LRCK、BCK、
DATA

電流-電圧変換
OPA2134
(OPAMP_B基板)電流

出力

平衡-不平衡変換
INA2134
(BALUN_2134
基板)

アナログ出力
(電圧出力)

DAIレシーバ
DIR9001
(DIR9001基板)

S/PDIF入力

※本キットを使ったD-Aコンバータの構成例が応用篇に載っていますので、見てください。
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OPA2134

OPA2134

2700pF

2700pF

2700pF

2700pF

IN
A

2
1
3
4
P

A

電流-電圧変換部
(OPAMP_Bを改造)

LOUT

ROUT

GND

GND

平衡-不平衡変換
アンプ基板
(BALUN_2134) アナログ出力

この2組の線は
なるべく短くして、
よじってください

BCK

LOUT-

LOUT+

ROUT+

ROUT-

DATA

LRCK

SCK

GND

オーディオシリアル
信号入力

+5V(アナログ)

+3.3V(デジタル)

GND

+12～15V
GND
-12～15V

+12～15V
GND
-12～15V

接続図

D-Aコンバータ
実験基板
(DAC_1792_B)

入出力の接続図

DAC_1792_B基板とOPAMP_B基板で作った電流-電圧変換回路、平衡-不平衡変換回路(BALUN_2134基板)

を、下図のように接続します。

表4 :CN1B、CN2Bのピンアサイン 表5 :CN5B、CN6Bのピンアサイン

表6:CN7B、CN8Bのピンアサイン

表7 :CN9B、CN10Bのピンアサイン DAC_1792_B基板の信号の入出力に関係するコネクタのピンアサイン

は、表4から表7の通りです。

(2) BALUN_2134基板の組み立て

平衡-不平衡アンプ(BALUN_2134)を、キット付属の説明書を見て組み立てます。変更や追加はありません。
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応用例
DAC_1792_B基板を使った、D-Aコンバータの例をいくつか載せます。回路や接続のしかたなどの詳細に

ついては、応用篇を見てください。使用されているそれぞれのICの詳細については、データシートを見て

ください。

(1) DAIレシーバ基板(DIR9001_A基板)と組み合わせた、高性能D-Aコンバータの例

光-同軸インター
フェイス
DHI-DX(デジット)

S/PDIF
(光/同軸)
入力

DAIレシーバ基板
DIR9001_A
(DIR9001使用)

D-Aコンバータ
基板
DAC_1792_B基板
(PCM1792A使用)

3

オーディオ
シリアル信号

ローパスフィルタ
OPAMP_B基板
(OPA2134使用)

L

R

平衡-不平衡変換
BALUN_2134基板
(INA2134使用)

L R

Lチャネル
出力

Rチャネル
出力

(2) サンプルレートコンバータIC、SRC4192(TI社)を使った、高性能アップサンプリングD-Aコンバータの例

光-同軸インター
フェイス
DHI-DX(デジット)

S/PDIF入力
(光/同軸)

DAIレシーバ
CS8416(Cirrus
Logic社)
またはDIR9001_A
基板

サンプルレート
コンバータ
SRC4192(TI社)

PLLクロック基板
CLK_1707_D基板
(PLL1707使用)

3

オーディオ
シリアル信号

高精度、低ジッタの
システムクロック

アップサンプリング
されたオーディオ
シリアル信号(96kHz
または192kHz)

3

D-Aコンバータ
基板
DAC_1792_B基板
(PCM1792A使用)

ローパスフィルタ
OPAMP_B基板
(OPA2134使用)

L R

L R

平衡-不平衡変換
BALUN_2134基板
(INA2134使用)

Lチャネル
出力

Rチャネル
出力

(3) USBオーディオインターフェイス(USB_DOUT2706)とサンプルレートコンバータIC、SRC4192(TI社)を

使った、USB接続、高性能アップサンプリングD-Aコンバータの例

USBオーディオ
インターフェイス
USB_DOUT2706
(PCM2706使用)

USBで
パソコンに
接続

オーディオシリアル
信号(44.1kHzまたは
48kHz、I2Sフォーマット)

3

サンプルレート
コンバータ
SRC4192(TI社)

D-Aコンバータ
基板
DAC_1792_B基板
(PCM1792A使用)

3

アップサンプリング
されたオーディオ
シリアル信号(96kHz
または192kHz)

PLLクロック基板
CLK_1707_D基板
(PLL1707使用)

高精度、低ジッタの
システムクロック

ローパスフィルタ
OPAMP_B基板
(OPA2134使用)

L

R

L R

平衡-不平衡変換
BALUN_2134基板
(INA2134使用)

Lチャネル
出力

Rチャネル
出力

システム
クロック
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ジャンパ設定表

DAC_1792_B基板上のジャンパは、左図の場所にあります。JP1B(MSEL)

表8 :JP1B(MSEL)の設定

※JP1B(MSEL)の設定により、CN3Bのピンアサインが変化します。

詳しくは下の、「コネクタのピンアサイン」を見てください。

コネクタのピンアサイン

CN1B

CN2B

CN3B

CN11B

CN5B

CN4B

CN6B

CN8B

CN7B

CN9B CN10B

TP_B DAC_1792_B基板上のジャンパは、左図の場所

にあります。

表9 :CN1B、CN2B

表10 :CN3B(JP1Bをジャンパしたとき(SPI制御)) 表11 :CN3B(JP1Bをジャンパしたとき(SPI制御))

表12 :CN4B

表13 :CN5B、CN6B 表14 :CN7B、CN8B

表15 :CN9B、CN10B 表16 :CN11B

※ CN3Bのピンアサインは、JP1B(MSEL)の設定によって変わり

ます。

※ TP_Bは、チェック用グラウンド端子です。



DAC_1792_B 組み立て説明書

DAC_1792_111101- 10 -

DAC_1792_B基板 回路図

+

1. ZEROL

2. ZEROR

3. MSEL

4. LRCK

5. DATA

6. BCK

7. SCK

8. DGND

9. VDD

10. _MS

11. MDI

12. MC

13. MDO

14. _RST

28. VCC2L

27. AGND3L

26. IOUTL-

25. IOUTL+

24. AGND2

23. VCC1

22. VCOML

21. VCOMR

20. IREF

19. AGND1

18. IOUTR-

17. IOUTR+

16. AGND3R

15. VCC2R

+

+

+

+

+

RN1B 1kΩ
R2B 10kΩ

CN11B

CN3B

CN1B CN2B
C1B 0.1uF

R1B 10kΩ
JP1B MSEL

C2B 10uF/50V

1. _RST

2. GND

1. _MS

2. MDI

3. MC

4. MDO

5. GND

1. LRCK

2. DATA

3. BCK

4. SCK

5. GND

1

2

1

2

3

4

5

C8B 0.1uF

C9B 10uF/50V

CN7B CN8B

1. IOUTR-

2. GND

3. IOUTR+

R3B 10kΩ

C5B 47uF/35V

C6B 47uF/35V

C7B 10uF/50V

1

2

3

CN5B CN6B

1. IOUTL-

2. GND

3. IOUTL+

C3B 0.1uF

C4B 10uF/50V

CN9B CN10B

1

2

3

1

2

3

1. +5V

2. +3.3V

3. GND

TP_B

IC1B
PCM1792A

CN4B

1
.
Z
E
R

O
L

2
.
Z
E
R

O
R

1

2

回路は予告なく変更
することがあります

メモ
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